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自然言語処理技術�
●キーワード自動抽出技術�
●日本文訂正支援技術�
●テキストベース内容抽出･検索技術�
●日本語文章読上げ技術�
●日英機械翻訳� ソフトウェア開発方法�

●分析・設計手法(Soft　DA)�
●CASE�
●エンドユーザプログラミング�

1970 1980 1985 1990 1995

立ち上げ期�
1967～1972

拡充期�
1973～1980

成熟期�
1981～1989

マルチベンダ転換期�
1990～�

データ通信用大型オンラインコンピュータの開発�

●高性能化（国産最大計算機の約3倍の性能）�

●共通アーキテクチャ実現�

●ソフトウェア互換の実現�

全国的、公共的、技術先導的データ通信システムの構築�

●サービスの拡大、多様化に対応した複数モデル展開�

●ネットワークアーキテクチャの開発�

電気通信サービスに適用、官公庁システム導入拡大�

●中大型機の高性能化�

●大規模、高信頼システム�

●VLSIプロセッサによる小型機開発（Vシリーズ）�

DIPSの�
開発目標�
�

中大型本体系と�
方式構成技術�

通信制御系技術�

小型プロセッサ�
技術�

ファイル系技術�

DIPS-1 3モデル展開� 大型機開発　5モデル展開� 大規模高信頼システム� 機能強化　高性能化�

システム制御系技術�

ソフトウェア技術�

・基本ソフトウェア�

・ミドルソフトウェア�
・応用プログラムなど�

ネットワークアーキ�
テクチャ/マルチベ�
ンダ転換�

DIPS-0

DIPS-11/5EXシリーズ�

DIPS-Vエンハンスシリーズ�DIPS-Vシリーズ展開�

DIPS-11/5Eシリーズ�DIPS-11/5シリーズ�

DIPS-V（小型機）開発�

DIPS-11/10シリーズ�DIPS-1

7000形通信制御装置�

集中監視制御装置（CSC）�

103-20系OS 104-01OS

104-02/03OS

システム制御プロセッサ（SCP）�プログラム制御形集中監視制御装置（PCSC）�

磁気ドラム記憶装置� 3.2GB磁気ディスク装置（PATTY）� 8.8GB磁気ディスク装置（GEMMY）�

リレ－ショナルデ－タベ－ス専用マシン（RINDA）�

7300形通信制御処理装置� 7400形通信制御処理装置� CCP-ⅠE／CCP-ⅡE CCP-ⅠEX／CCP-ⅡEX

ホストプロセッサの負荷軽減、経済化、高機能化、回線高速化、収容回線拡大�

性能向上、経済化、通信系、周辺系機能拡充�

高密度化、大容量化の追求�

装置小型化、運転の省力化・自動化の実現�

データ通信サービスから、社内情報システム、オペレーションシステムなどへ適用範囲を拡大�

●大規模ソフトウェア開発管理技術�
●作業標準／工程管理／品質管理�

●データベース管理システム　●ネットワーク管理プログラム　●DB/DCパッケージ　●会話処理パッケージ　●リアルタイム処理パッケージ　●通信処理制御パッケージ　●地図パッケージ　●OA構築支援　�
●情報蓄積提供　●日本語情報処理　●言語処理（SYSYL、C、FORTRAN、漢字COBOLなど） 　●生産支援ソフト（VM、WAVE、SPACE、HCP）　●ライブラリプログラム（シミュレーション、統計など約200種）�

リアルタイム処理用�

103系OS 105系OS

DCNA�
ネットワークアーキテクチャ�

MIA�
マルチベンダ転換�

SPIRIT�
マルチベンダ転換�

通信管理プログラム（CMP）�

ミドルソフトウェア／応用プログラム等�

会話処理用�

�

会話・リアルタイム統合OS

106系OS
ネットワークOS
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1968（昭和43）年に開発を開始したＤＩＰＳ-１以来、中大型機は5世代�

20数年、ＶＬＳＩを適用した小型Ｖシリーズは1981年以来、1991年まで�

10年間、それぞれ開発を行ってきた。�

ＤＩＰＳではメモリ素子、論理素子の高集積度技術や高密度実装技術など�

を積極的に活用し、小型化、低電力化を図った。�

ＤＩＰＳは金融システム、官公庁システム、社内システムなどに導入し、�

累積出荷台数は中大型機、小型機をあわせて2400ＣＰＵに達した。�

�

1975

大規模ソフト生産・管理�
●大規模ソフト生産管理技術(工程管理､品質管理など)�
●大規模ソフトウェア開発作業標準�
●システム記述用高級言語(SYSL)�
●記述性の優れたプログラム設計図法(HCP)�
●クロスアセンブラ(PMP)�
●ソフトウェア総合生産支援環境�
　(総合ソフトウェア生産システムWAVE、SPACE)

知能処理応用技術�
●知識処理プラットフォーム(KBMS)�
●ソフトウェア故障診断技術(FINDS)�
●方式設計支援技術(PARTHENON)

計算機調達仕様�
●NTT計算機調達仕様(MIA)�
●国際キャリア共通の計算機�
　調達仕様(SPIRIT)

リアルタイム共通ＯＳ(IROS)�
●CTRONをベースに開発�

●大規模分散型データベース管理方式�
●リレーショナルデータベース専用マシン�
　(RINDA)�
●マルチメディアリレショナルデータベース�
　（DEIMS-5)�
●高水準データベース操作言語�

データベース技術�

情報セキュリティ方式�
●暗号FEAL-8/N/-NX�
●暗号LSI�
●電子印鑑（ESIGN）�
●セキュリティ応用技術�
　（暗号認証モジュール、指紋認識）�

データ通信技術�
●最高水準の通信制御装置7000形CCE�
●わが国初の通信制御処理装置CCP�
●世界初のデータフロー型通信制御方式（ICA方式）�
●異機種計算機間通信を実現するネットワーク�
　アーキテクチャ（DCNA）　�

方式構成技術�
●マルチプロセッサ、ローカルメモリ､仮想記憶の3方式を統合した�
　オンラインコンピュータ構成方式�
●N-MOS ICメモリの先導的導入�
●光ループによる複合システム構成方式�
●複数ベンダのアーキテクチャの統一､ソフトウェア互換の実現�
●I／Oインタフェースの標準化･統一�
●双方向チャネル方式�
●光リモートチャネル方式�
●通信系､ファイル系処理の専用プロセッサ化による機能分散方式�
●小型プロセッサ機能分散構成方式�
●システム集中監視制御方式�
●VM高速化方式�

ハードウェア技術�
●カスタム化VLSI設計･製造技術�
●世界最高水準のファイル装置技術�
　（15MB磁気ドラム装置､800MB磁気ディスク装置､PATTY・GEMMY、��
     光ディスク装置、光MSS装置）�
●世界最高水準の入出力装置技術�
　高速XYP、高速LP（2000行／分）､世界最高速漢字プリンタ（15000行／分）�
●高性能故障診断技術（FLP）�
�

ソフトウェア技術�
●大規模/複合システム構成用オペレーティングシステム�
（光ループ通信制御方式､システム高速再開始方式､集中自動運転方式）�
●大規模分散データベース方式(複合BEP)�
●リアルタイム/会話処理オペレーティングシステム�
●多様なサービスに対応する通信管理ソフトウェア�
●AP開発負担を軽減する4階層モデル�
●業務AP開発を効率化するDB/DCプラットフォーム(APLICOT) �
●遠隔保守運転を実現するネットワーク管理方式�
●OA構築支援ソフトウェア(VGUIDE)�
●画像処理用ソフトウェア(VISION)�
●数式処理､多変量量解析などの豊富なライブラリプログラム�
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DIPS開発の成果とひろがり�
Result and extent of DIPS development

DIPS技術開発の系譜�
Development history of DIPS technologies

DIPSのCPU性能�
CPU performance of DIPS

DIPSの改良状況�
Improvement history of DIPS

ＤＩＰＳ出荷状況�
DIPS shipment status

大型機�

小型機�

主な導入システム�
（官公庁システム）�
�
（金融システム）�
�
（社内システム）�
�
（公衆）�

�
郵便貯金（1978）　社会保険（1980）　労働省（1981）　国税庁（1984）�
運輸省車検（1979）　�
北海道銀行／千葉銀行（1971）　相銀九州（1977）�
広島相互銀行／中国相互銀行（1981）　全国信金（1982）�
料金総合／線路整備管理／料金明細（1986）�
無線CAD／DDX業務統合／EOS（1983）�
科学技術計算（1973）　販売在庫管理（1975）�
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